
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数チャンネルの信号に対応して設けられた複数のインジケータと、
前記各チャンネルに対応して設けられた複数の操作子と、
前記各インジケータに対して、対応する前記各チャンネルの簡易情報を各々表示するとと
もに、何れかの前記操作子において所定の操作が行われると、該操作された操作子に対応
するチャンネルの詳細情報を前記複数のインジケータを用いて表示する表示制御手段と
を有することを特徴とする信号情報表示装置。
【請求項２】
前記操作子は、前記詳細情報を表示させる以外の他の役割を有するものであり、前記所定
の操作とは、所定時間以上に渡って当該操作子を操作することであることを特徴とする請
求項１記載の信号情報表示装置。
【請求項３】
前記信号は音声信号であり、
前記チャンネル毎に設けられこれら音声信号のレベルを調節するフェーダをさらに具備し
、
前記操作子は前記各フェーダに対応して設けられ、前記各チャンネルのうち音質を調節す
べきチャンネルを指定する操作子である
ことを特徴とする請求項２記載の信号情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ミキシングコンソールに用いて好適な信号情報表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ミキシングコンソールにおいては、複数チャンネルの音声信号の音量等を調節するために
複数のフェーダが設けられている。ここで各フェーダの近傍に、対応するチャンネル番号
あるいはこれらチャンネルに係る音名等を文字列で表示するインジケータを有するものも
知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、ミキシングコンソール上で各チャンネル毎に割り当てられる幅が狭いため、十分
な情報量の文字列を表示することが困難であった。このため、音名等の情報は、３～４文
字程度の簡略化した文字列によって表示されていた。勿論、１文字あたりの幅が狭いイン
ジケータを採用するとさらに多数の文字を表示することができるが、操作者による視認性
が悪化する。
この発明は上述した事情に鑑みてなされたものであり、視認性を妨げることなく各チャン
ネルに係る詳細な情報を操作者に対して表示できる信号情報表示装置を提供することを目
的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため本発明にあっては、下記構成を具備することを特徴とする。なお
、括弧内は例示である。
請求項１記載の信号情報表示装置にあっては、複数チャンネルの信号に対応して設けられ
た複数のインジケータ（２８－１～２８－８）と、前記各チャンネルに対応して設けられ
た複数の操作子（セレクトスイッチ２６－１）と、前記各インジケータ（２８－１～２８
－８）に対して、対応する前記各チャンネルの簡易情報（ショートネームまたはチャンネ
ル識別番号）を各々表示するとともに、何れかの前記操作子において所定の操作（所定時
間Ｔ以上の押下）が行われると、該操作された操作子に対応するチャンネルの詳細情報（
チャンネルショートネーム、チャンネルロングネームおよびチャンネル識別番号）を前記
複数のインジケータを用いて表示する表示制御手段（ＣＰＵ２）とを有することを特徴と
する。
さらに、請求項２記載の構成にあっては、請求項１記載の信号情報表示装置において、前
記操作子は、前記詳細情報を表示させる以外の他の役割（イコライザ部５０－１～５０－
ｋの設定を行うべき入力チャンネルを排他的に選択する）を有するものであり、前記所定
の操作とは、所定時間（Ｔ）以上に渡って当該操作子を操作することであることを特徴と
する。
さらに、請求項３記載の構成にあっては、請求項２記載の信号情報表示装置において、前
記信号は音声信号であり、前記チャンネル毎に設けられこれら音声信号のレベルを調節す
るフェーダ（３０－１～３０－８）をさらに具備し、前記操作子は前記各フェーダに対応
して設けられ、前記各チャンネルのうち音質（イコライザパラメータ）を調節すべきチャ
ンネルを指定する操作子であることを特徴とする。
【０００５】
【発明の実施の形態】
１．実施形態の構成
１．１．全体構成
次に、本発明の一実施形態のミキシングコンソールの全体構成を図１を参照し説明する。
図において２はＣＰＵであり、後述するプログラムに基づいて、バスライン８を介してミ
キシングコンソールの各部を制御する。４はメモリであり、ＲＯＭおよびＲＡＭによって
構成されている。メモリ４内のＲＯＭには、制御プログラム等が記憶される。また、ＲＡ
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ＭはＣＰＵ２のワークメモリとして用いられるとともに、ミキシングコンソールの各種セ
ッティング情報等が記憶される。
【０００６】
６は操作パネルであり、複数の操作子およびインジケータが設けられている。これら操作
子の操作情報はバスライン８を介してＣＰＵ２に供給される。また、ＣＰＵ２からは操作
パネル６に対しては、各インジケータに対する表示情報がバスライン８を介して供給され
る。１０はＡＤコンバータ部であり、外部から供給され複数チャンネルのアナログ音声信
号をデジタル音声信号に変換する。１６はデジタル入力インタフェースであり、所定フォ
ーマット（ＡＥＳ／ＥＢＵ，ＡＤＡＴ，ＴＡＳＣＡＭ等）の外部からのデジタル音声信号
を、内部フォーマットのデジタル音声信号に変換する。
【０００７】
１２は信号処理ＤＳＰであり、各種音声信号のミキシング処理・効果処理等を実行する。
１４はＤＡコンバータ部であり、信号処理ＤＳＰ１２から供給されたデジタル音声信号を
複数チャンネルのアナログ音声信号に変換し出力する。１８はデジタル出力インタフェー
スであり、信号処理ＤＳＰ１２から供給された内部フォーマットのデジタル音声信号を上
記所定フォーマットのデジタル音声信号に変換し出力する。
【０００８】
１．２．ミキシング処理のアルゴリズムの構成
次に、信号処理ＤＳＰ１２において実現されるアルゴリズムの構成を図２を参照し説明す
る。図において、上記ＡＤコンバータ部１０およびデジタル入力インタフェース１６から
供給されたデジタル音声信号は、ｋ個の入力チャンネルに割り当てられる。５０－１～５
０－ｋはイコライザ部であり、これら入力チャンネルの音声信号に対して、周波数特性等
のイコライジング処理を行う。５２－１～５２－ｋはディレイ部であり、これら音声信号
に対して遅延処理を施す。
【０００９】
５４－１～５４－ｋはフェーダ部であり、操作パネル６に設けられたフェーダ（詳細は後
述する）の操作量に応じて、該音声信号のレベルを調節する。５６－１～５６－ｋはオン
・オフスイッチであり、各入力チャンネルの音声信号を出力するか否かを切り換える。５
８は加算器であり、各入力チャンネルの音声信号を合成し、その結果を出力する。加算器
５８の出力信号は、上記ＤＡコンバータ部１４あるいはデジタル出力インタフェース１８
に供給される。
【００１０】
１．３．パラメータの内容
次に、メモリ４に格納される各種パラメータの内容を図３を参照し説明する。まず、ＥＱ
ＰＡＲ１～ＥＱＰＡＲｋは、イコライザ部５０－１～５０－ｋの設定内容を規定するイコ
ライザパラメータである。ＤＥＬＡＹＰＡＲ１～ＤＥＬＡＹＰＡＲｋは、ディレイ部５２
－１～５２－ｋの各遅延時間を規定するディレイパラメータである。ＣＨＯＮ／ＯＦＦ１
～ＣＨＯＮ／ＯＦＦｋは、オン・オフスイッチ５６－１～５６－ｋのオンオフ状態を規定
するチャンネル出力オンオフ制御フラグである。ＦＡＤＥＲ１～ＦＡＤＥＲｋは、フェー
ダ部５４－１～５４－ｋのフェーダ量を規定するフェーダ設定値である。
【００１１】
次に、ＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥ１～ＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥｋは、ｋ個の入力チャン
ネルのそれぞれに対し、４文字迄の文字列から成るショートネームである。また、ＣＨ＿
ＬＯＮＧＮＡＭＥ１～ＣＨ＿ＬＯＮＧＮＡＭＥｋは、これらｋ個の入力チャンネルのそれ
ぞれに対し、１６文字迄の文字列から成るロングネームである。ＣＨＩＤ１～ＣＨＩＤｋ
はチャンネル識別番号であり、例えば第１～第ｋ入力チャンネルに対して、「１」～「ｋ
」の番号を順次規定する。但し、複数台のミキシングコンソールを接続した場合等におい
ては、チャンネル識別番号ＣＨＩＤ１～ＣＨＩＤｋは全体として通し番号になるように設
定される。
【００１２】
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１．４．操作パネル６の外観構成
次に、操作パネル６の要部の外観構成を図６（ｃ）を参照し説明する。本実施形態のミキ
シングコンソールは、入力チャンネルｋ数を「８」チャンネルのブロック単位で設けるこ
とができ、この１ブロックに対応する入力チャンネルの操作部分は図６（ｃ）に示すよう
に構成されている。図において２２－１～２２－８はアッテネータであり、イコライザ部
５０－１～５０－ｋの各入力段における音声信号レベルを調節する。２４－１～２４－８
はトグルスイッチであり、オン・オフスイッチ５６－１～５６－ｋのオンオフ状態を押下
される毎に切り換えるとともに、ランプの点灯または消灯によってオンオフ状態を表示す
る。
【００１３】
２６－１～２６－８はセレクトスイッチであり、イコライザ部５０－１～５０－ｋの設定
を行うべき入力チャンネルを排他的に選択するためのものである。すなわち、セレクトス
イッチ２６－１～２６－８の何れかが押下されると、押下されたスイッチのみが点灯状態
になり、他のセレクトスイッチは消灯状態になる。そして、一旦押下されたセレクトスイ
ッチは、他のセレクトスイッチが押下されるまで継続して点灯される。
【００１４】
操作パネル６には、イコライザ部５０－１～５０－ｋの各種パラメータを調節するための
パラメータ調節パネルが設けられており（図示せず）、点灯中のセレクトスイッチに係る
チャンネルのイコライザ部５０－１～５０－ｋのパラメータを適宜設定することが可能に
なる。２８－１～２８－８はインジケータであり、各々４桁までの英数字文字列を表示す
ることが可能になっている。なお、インジケータ２８－１～２８－８には、後述する処理
によって、例えば図６（ａ），（ｂ）に示すような詳細情報（１つのチャンネルに対する
チャンネルショートネーム、チャンネルロングネームおよびチャンネル識別番号）を表示
することが可能である。
【００１５】
図６（ａ），（ｂ）において、インジケータ２８－１には、チャンネルショートネームが
表示され、インジケータ２８－２には記号「＆ｌｔ」が表示されている。また、インジケ
ータ２８－３～２８－６には、最大１６文字のチャンネルロングネームが表示され、イン
ジケータ２８－７には記号「＆ｇｔ」が表示されている。そして、インジケータ２８－８
には、チャンネル識別番号が表示されている。図６（ｃ）に戻り、３０－１～３０－８は
フェーダであり、これらの操作量に基づいてフェーダ部５４－１～５４－ｋのゲインが決
定される。
【００１６】
２．実施形態の動作
２．１．メインプログラム
次に、本実施形態の動作を説明する。本実施形態のミキシングコンソールの電源が投入さ
れると、図４に示すメインプログラムが起動される。
図において処理がステップＳＰ１０２に進むと、所定の初期設定が行われる。ここでは、
選択スイッチ番号ＳＥＬＳＷＮＯに「０」が代入される。なお、選択スイッチ番号ＳＥＬ
ＳＷＮＯは、セレクトスイッチ２６－１～２６－８によってセレクトされているチャンネ
ル識別番号ＣＨＩＤ１～ＣＨＩＤｋを表わす変数であり、この値が「０」である場合は何
れのチャンネルも選択されていない状態を表わす。また、このステップでは、さらにロン
グネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧが“０”に設定される。
【００１７】
このロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧは、図６（ａ），（ｂ）のように８チャンネ
ル分のインジケータ２８－１～２８－８を用いて１チャンネル分の詳細情報を表示する場
合には“１”に設定され、図６（ｃ）のように８チャンネルの個々についてチャンネルシ
ョートネームのみ、あるいはチャンネル識別番号のみを表示する場合には“０”に設定さ
れる。
【００１８】
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図４に戻り、処理がステップＳＰ１０４に進むと、セレクトスイッチ制御／ネーム表示サ
ブプログラム（図５）が起動される。このサブプログラムにおいては、セレクトスイッチ
２６－１～２６－８の操作状態に基づいて、インジケータ２８－１～２８－８の表示内容
が適宜更新される。次に、処理がステップＳＰ１０６に進むと、チャンネル設定処理が実
行される。ここでは、フェーダ３０－１～３０－８の操作量に基づいてフェーダ部５４－
１～５４－ｋのゲインが設定され、トグルスイッチ２４－１～２４－８の操作に基づいて
オン・オフスイッチ５６－１～５６－ｋの状態が切り換えられる。また、パラメータ調節
パネルの操作内容に応じて、選択状態に設定されているチャンネルのイコライザ部および
ディレイ部に係るパラメータが設定される。次に、処理がステップＳＰ１０８に進むと、
その他各種の処理が実行される。以後、メインプログラムにおいては、上記ステップＳＰ
１０４～ＳＰ１０８が繰り返される。
【００１９】
２．２．セレクトスイッチ制御／ネーム表示サブプログラム
次に、上記ステップＳＰ１０４において呼び出されるセレクトスイッチ制御／ネーム表示
サブプログラムの内容を図５を参照し説明する。このサブプログラムは、「８」チャンネ
ル単位のブロック毎に別プロセスのサブプログラムとして呼び出される。例えば、全チャ
ンネル数が「２４」であれば、３プロセスのサブプログラムが同時に動作することになる
。図において処理がステップＳＰ２に進むと、セレクトスイッチ２６－１～２６－８の操
作内容（オンオフ状態）が検出される。次に、処理がステップＳＰ４に進むと、変数ｉが
「１」に設定される。
【００２０】
次に、処理がステップＳＰ６に進むと、セレクトスイッチ２６－ｉ（すなわち２６－１）
にオンイベントが発生したか否かが判定される。すなわち、前回のステップＳＰ２が実行
された時の検出結果がオフ状態であり、今回のステップＳＰ２の検出結果がオン状態であ
れば、オンイベントが発生したものと判断される。セレクトスイッチ２６－１にオンイベ
ントが生じた状態を想定すると、ここで「ＹＥＳ」と判定されると、処理はステップＳＰ
８に進み、選択スイッチ番号ＳＥＬＳＷＮＯが変数ｉ以外の値であるか否かが判定される
。
【００２１】
ここで、初期設定（ＳＰ１０２）においては選択スイッチ番号ＳＥＬＳＷＮＯは「０」に
設定されていたため、「ＹＥＳ」と判定され、処理はステップＳＰ１０に進む。ステップ
ＳＰ１０においては、選択スイッチ番号ＳＥＬＳＷＮＯに変数ｉ（＝１）が代入される。
そして、セレクトスイッチ２６－ｉが点灯状態に設定され、他のセレクトスイッチは消灯
状態に設定される。
【００２２】
次に、処理がステップＳＰ１２に進むと、何れかのセレクトスイッチ２６－１～２６－８
がオン状態であるか否かが判定される。ここで、上記セレクトスイッチ２６－１が押下さ
れたままの状態であると仮定すると、「ＹＥＳ」と判定され、処理はステップＳＰ１４に
進む。ここでは、ロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧが“０”であるか否かが判定さ
れる。初期設定においてロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧは“０”に設定されたた
め、ここでは「ＹＥＳ」と判定され、処理はステップＳＰ１６に進む。
【００２３】
ステップＳＰ１６においては、セレクトスイッチ２６－ｉのオン状態が所定時間Ｔ（Ｔは
例えば１秒）以上継続しているか否かが判定される。未だ所定時間Ｔが経過していなけれ
ば「ＮＯ」と判定され、処理はステップＳＰ２８に進む。ここでは、変数ｉが「８」であ
るか否かが判定される。変数ｉが「８」に達していなければ「ＮＯ」と判定され、処理は
ステップＳＰ２６に進み、変数ｉが「１」だけインクリメントされる。これにより、変数
ｉ＝２～８の範囲でステップＳＰ６～ＳＰ２８の処理が繰り返される。
【００２４】
ここで、セレクトスイッチ２６－１が押下され続け、他のセレクトスイッチが押下されて
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いない状態が継続すると、変数ｉ＝２～８の範囲ではステップＳＰ６において「ＮＯ」と
判定され、処理はステップＳＰ１２に進む。ここで、セレクトスイッチ２６－１が押下さ
れているために処理はステップＳＰ１４，１６に進むが、変数ｉに係るセレクトスイッチ
が押下され続けているわけではないため、ステップＳＰ１６においては必ず「ＮＯ」と判
定される。そして、変数ｉが「８」に達した後に処理がステップＳＰ２８に進むと、ここ
で「ＹＥＳ」と判定され、処理はメインプログラム（図４）に戻る。
【００２５】
以後、セレクトスイッチ２６－１が所定時間Ｔ以上押下され続けた状態で再びセレクトス
イッチ制御／ネーム表示サブプログラム（図５）が呼び出され、変数ｉが「１」に設定さ
れた後に処理がステップＳＰ１６に進むと、ここで「ＹＥＳ」と判定され、処理はステッ
プＳＰ１８に進む。ここでは、変数ｉに係るショートネームＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥｉ
、ロングネームＣＨ＿ＬＯＮＧＮＡＭＥｉ、およびチャンネル識別番号ＣＨＩＤｉが、例
えば図６（ａ），（ｂ）に示すようにインジケータ２８－１～２８－８に表示される。次
に、処理がステップＳＰ２０に進むと、ロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧが“１”
に設定される。
【００２６】
このロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧが“１”に設定されたことにより、以後、セ
レクトスイッチ２６－１が押下され続けていると、ステップＳＰ１２，ＳＰ１４を介して
処理はステップＳＰ２８に進むから、本サブプログラム（図５）において実質的な処理は
行われない。これにより、セレクトスイッチ２６－１が押下され続けている限り、最後に
ステップＳＰ１８が実行された際の変数ｉ（＝１）に係るショートネームＣＨ＿ＳＨＯＲ
ＴＮＡＭＥｉ、ロングネームＣＨ＿ＬＯＮＧＮＡＭＥｉ、およびチャンネル識別番号ＣＨ
ＩＤｉが継続的に表示されることになる。
【００２７】
その後、セレクトスイッチ２６－１がリリースされ、本サブプログラムが再び呼び出され
ると、ステップＳＰ１２において「ＮＯ」と判定され、処理はステップＳＰ２２に進む。
ここでは、ロングネーム表示フラグＬＯＮＧＦＬＧが“０”に設定される。次に、処理が
ステップＳＰ２４に進むと、各チャンネルのショートネームＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥ１
～ＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥｋがインジケータ２８－１～２８－８に表示される。これに
より、表示内容は初期状態に等しい内容に戻る。
【００２８】
以上のように、本実施形態のミキシングコンソールによれば、操作者が何れかのチャンネ
ルのセレクトスイッチを所定時間Ｔ以上押下すると、８チャンネル分のインジケータ２８
－１～２８－８によって当該チャンネルの詳細情報が表示される。これにより、インジケ
ータ２８－１～２８－８としてある程度大きな物を採用して視認性を確保しつつ、各チャ
ンネルに係る詳細情報を操作者に対して表示することが可能である。
【００２９】
３．変形例
本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、例えば以下のように種々の変形が
可能である。
（１）上記各実施形態においては、何れかのセレクトスイッチ２６－１～２６－８が所定
時間Ｔ以上押下されると、これによってインジケータ２８－１～２８－８の表示内容が決
定され（ステップＳＰ１８）、それ以降は何れかのセレクトスイッチが押下され続けてい
る限り表示内容は変更されない。しかし、何れかのセレクトスイッチが押下され続けてい
る限り、最後に押下されたセレクトスイッチに係る詳細情報をインジケータ２８－１～２
８－８に表示してもよい。この変形例によれば、例えば、何れかのセレクトスイッチを押
下し続けながら他のセレクトスイッチを順次づつ押下してゆくと、これら他のセレクトス
イッチに係る詳細情報を短時間で確認することが可能になる。
【００３０】
（２）ショートネームＣＨ＿ＳＨＯＲＴＮＡＭＥｉ、ロングネームＣＨ＿ＬＯＮＧＮＡＭ
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Ｅｉなどの表示情報（文字列）は操作パネル６あるいは外部に接続した操作子またはコン
ピュータ等から任意に入力、設定できるものとしてもよい。また、予め、各種の文字列や
表示パターンを記憶しておいて、その中から選択して表示させるようにしてもよい。
【００３１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、操作子に対して所定の操作を行うと、複数チャンネ
ルに対応するインジケータを用いて特定のチャンネルの詳細情報を表示することができる
から、インジケータの視認性を妨げることなく、任意のチャンネルの詳細情報を操作者に
対して表示することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態のミキシングコンソールのブロック図である。
【図２】信号処理ＤＳＰ１２内のアルゴリズムのブロック図である。
【図３】上記実施形態におけるパラメータリストである。
【図４】上記実施形態のメインプログラムのフローチャートである。
【図５】上記実施形態のセレクトスイッチ制御／ネーム表示サブプログラムのフローチャ
ートである。
【図６】ミキシングコンソールの要部の外観図である。
【符号の説明】
２…ＣＰＵ、４…メモリ、６…操作パネル、８…バスライン、１０…ＡＤコンバータ部、
１２…信号処理ＤＳＰ、１４…ＤＡコンバータ部、１６…デジタル入力インタフェース、
１８…デジタル出力インタフェース、２２－１～２２－８…アッテネータ、２４－１～２
４－８…トグルスイッチ、２６－１～２６－８…セレクトスイッチ、２８－１～２８－８
…インジケータ、３０－１～３０－８…フェーダ、５０－１～５０－ｋ…イコライザ部、
５２－１～５２－ｋ…ディレイ部、５４－１～５４－ｋ…フェーダ部、５６－１～５６－
ｋ…オン・オフスイッチ、５８…加算器。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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